
【テーマ・商品】

【モニター目的】

子育/40歳未満：11％、ファミリー/40歳以上55歳未満：48％、シニア層/55歳以上70歳未満：31％、シルバー層/70歳以上：10％
【回答期間】　5/7～5/17 【回答者数】　156名

結果報告
4月Web利用者モニター「鍋野菜」

鍋野菜（カット野菜）
規格：235g　価格：本体　118円　税込　127円

新規商品導入後の評価・声の収集を行い、今後の企画、
商品開発に活かします。

■総合評価…☆3.8点（満点は☆5点） 

 ☆４つ以上の評価は、全体の64.6％ ⇒シルバー層の評価がやや高めで、☆2以下の評価がありませんでした。 

■通常価格の妥当性 …①妥当な価格：66％、⇒シルバー層は妥当が80％と他年代より多くなりました。 

■主な購入理由 …①調理の手間が省ける：76.8％、②価格が手ごろ：54.2％、③量が手ごろ/国産野菜だから：38.7％ 

  ⇒①はシルバー層のみ低く（53.3％）、②は子育て層が多く、③は量はシルバー層で多く、子育て層は少なくなっています。

国産野菜は年代での違いはほとんどありません。 

■利用した料理 …①鍋料理：73.7％、②野菜いため：39.1％、③スープ・汁物：21.8％ ⇒シルバー層は野菜いため、スープ・

汁物への利用が他の年代に比べて多くなっています。 

■官能評価 ≪評価点数は、1：悪い～5：良いの平均点、「3：ちょうど良い」の割合％≫ 

・全体の味    …4.1 ⇒シルバー層の評価が高めとなっています。 

・もやし・白菜・人参・水菜・しめじの食感/野菜の新鮮さ  

…それぞれ4.1点 ⇒全体的に子育層の評価が厳しく、「良い」評価が少なく、「どちらでもない」評価が他層よりも多いです。 

・白菜の比率  …57.1％ ⇒全体的に少ない方に振れています。子育層では「やや多い」・「やや少ない」が他層より多いです。 

・人参の比率   …69.7％ ⇒全体的に少ない方に振れています。子育て層に「少ない」と感じる方が多いです。 

・水菜の比率  …56.1％ ⇒全体的に少ない方に振れています。 

・もやしの比率 …69.9％ ⇒他の野菜と比べて「やや多い」方に寄っています。 

・全体の量      …55.5％ ⇒全体的に「やや少ない」傾向です。高年齢層ほど「ちょうどいい」の割合が多いです。  

■組合員の声 

・とても便利だし、スーパーで購入するよりグッと新鮮です。お値段もリーズナブルなのでぜひまた使いたいと思います。 

・野菜をそれぞれ買うより断然便利です。これからも色々な野菜の組み合わせで提供していただきたいです。 

・鍋野菜という名前ですが、一年中販売してほしい。ラーメンにいれるのに重宝するので。 

・野菜の高い時に一回分と思うと便利で安いと思う。足りない分のもやしや白菜をたしたりニラを足したりして使うと良いと思
う。キャベツタイプと白菜タイプなどに種類が分かれるといいと思う。 

・沢山食べる思春期の男の子がいると、野菜を足さないと間に合いません。この価格でもっと量が多いと助かります。 

・短時間で手軽に使えるのでとても便利。豚肉やちくわなどを加え、あんかけやスープの具に使えるので良い。 

・もやしの量を減らして水菜を増やすと量的なバランスがよくなると感じた。 

・白菜のカットの大きさが、やや大きいと感じた。特に芯の部分が大きいと火の通りが良くないので、利用時にカットした。 

■概要  


